
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 ９月２７日（木），ますやパンの杉山社長と早

川さんに，ピザの出前授業をしていただきまし

た。 

 毎年，杉山さんには，ご自身の夢を叶えるま

での過程をお話していただき，夢をもつ素晴ら

しさと努力する楽しさ，そして，夢を叶える喜

びを子どもたちに伝えていただいています。杉

山さんのすごいところは，夢が『夢』のままで

はなく，どんどん膨らみ大きくなっていくとこ

ろです。数年前は，「２０２０年の東京オリンピ

ックで，世界中の人たちにますやパンを食べて

もらうこと。それまでに東京に出店します。」と

おっしゃっていました。そして，２年前に東京

にますやパンをオープン！まさに有言実行！

話を聞いていた子どもたちにとって，こんなに

も大きな夢を実現させる大人が身近にいることが，どれだけ頼もしく映ったか・・・。しかも今回の打合せでは，

「２０３０年に十勝をパン王国にします！」と，夢はさらに大きく変わっていました。 

 杉山さんは，「まず自分の夢を絵に描いて毎日見ることからはじめてごらん。」と，子どもたちにアドバイスを

してくださいました。夢をイメージしやすく，そして忘れないこと・・・。目標を日々意識し，少しずつ努力す

る小さな積み重ねが，とても大事だともおっしゃっていました。 

 そして，もう一つ子どもたちの心に響いたのは，早川さんのお話です。早川さんは，子どもたちと同じように

ますやパンを食べて育ち，「自分もますやパンで美味しいパンを作ってみたい！」と夢を抱き，実現させたそうで

す。目の前に２人も夢を叶えた大人を見て，きっと子どもたちの夢を叶えることへの意欲が，一層増したことだ

と思います。杉山さん，早川さん，本当にありがとうございました！ 

 一方，子どもたちが楽しみにしていた「ピザ作り」は，子ども 

たちの笑顔が溢れていました。自分達で栽培した野菜とますやパ

ンの十勝産小麦！まさに地産地消の素晴らしさを体感した子

どもたちでした。杉山さんも，地元食材を利用した食育活動

を評価してくださって，お忙しいにもかかわらず，直々に指

導してくださっています。また，豊成小学校の子どもたちは，

「ルールを守って，美味しそうなピザを作りますね。」と，褒

めてくださっていたそうです。限りのある食材をみんなで均等

に分けられるように気を付けてトッピングすることや，指示を

しっかりと聞き，正確に作業ができること，そして何より，感謝の

気持ちをもって出来上がったピザをみんなで美味しそうに食べる姿を 

評価してくださったのだと思います。 

そして，1年生と6年生の態度も素晴らしかったです。あんなにいいにおいがしていれば，授業にも影響が出

てもおかしくないはず・・・。しかし，グッと我慢して真面目に授業を受けていたそうな・・・。（＾＾） 
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